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　3月20日、市社協のホームページが
大々的にリニューアル！相模原市の福祉
サービスについて、公的制度に加え民間
事業所のサービスについても分かりやす
く掲載しています。また、ボランティアを
してみたい方、福祉分野の仕事を希望し
ている方への情報も満載です。 
　さらに、皆様からご応募いただいた福
祉に関する「ちょっといい写真」を掲載
する、『いいひと写真館』など、楽しいコ
ンテンツ（内容）を追加したり、皆様の地
区の『地区社会福祉協議会』で行ってい
るさまざまな福祉活動やイベントを写真
入りで紹介するなど、“ふくし”を身近に
感じていただける内容が盛りだくさんで
す。 
　百聞は一見にしかず。今すぐクリック! 

 相模原市社会福祉協議会　検索 

福祉情報を分野別に
掲載しています。 

ボランティア情報や福祉
の仕事、メールマガジン
購読はこちら 

皆様から寄せられた写真
を随時募集しています。 
是非ご応募ください 

携帯版サイトも充実！ 
外出先でもすぐに疑問解決 

一番身近な福祉情報
は地区社会福祉協議
会から！あなたの地域
にはどんな福祉活動
がありますか？ 

最新の講座や研修、
市内の福祉施設の
お祭情報など、相模
原の福祉情報がリア
ルタイムで分かります 

相
模
原
市
の
福
祉
情
報
は
お
ま
か
せ
！

相
模
原
市
の
福
祉
情
報
は
お
ま
か
せ
！ 

相
模
原
市
の
福
祉
情
報
は
お
ま
か
せ
！

相
模
原
市
の
福
祉
情
報
は
お
ま
か
せ
！ 

地域福祉の推進に向けて 
～賛助会員制度が変わります～ 

　「地域住民の参加と支えあいによる福祉のまちづくり」を進めるには、
活動のための財源が必要です。市社協では、賛助会員制度を設けており、
市民や企業のみなさまの会費により、各種福祉事業の推進を支えていた
だいております。 
　平成18年及び平成19年の合併段階では、賛助会員制度に違いがあり、
統一した制度にするためこれまで検討してきました。その結果、平成20
年度から次のとおり統一します。 

　1市4町社協の合併後、それぞれの地域で異なっていた賛助会員の
種類及び会費額を統一します。 

○賛助会員の種類及び配分率について 

　より効果的に地域福祉を推進するために、地区社協への賛助会費
の配分率について、一般賛助会費は従来どおりとしますが、特別賛
助会費を次のとおり変更し、地区社協活動財源の充実を図ります。 

○賛助会費の配分率を変更 

※なお、詳細につきましては2面をご参照ください。 

賛助会員種類 

特別賛助会員 

配分率 

70％⇒80％に変更 

賛助会員種類 

一般賛助会員 

特別賛助会員 

会費額（一口） 

　200円 

1,000円 
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「市社会福祉協議会」は、
みなさんの参加と支えあいで
福祉のまちづくりをすすめる
社会福祉法に位置づけられた

民間の福祉団体です。
〈発行〉社会福祉

法　　人 相模原市社会福祉協議会
〒229－0036 相模原市富士見6丁目1番20号

市立あじさい会館内
� 042（756）5034�　　FAX 042（759）4382

ホームページ　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
Eメール　info@sagamiharashishakyo.or.jp

本紙は、奇数月20日発行です。

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

～社協さがみはら「みんないいひと」　点字版・録音版～　目の不自由な人にご紹介ください

～みんないいひとメールマガジン 毎週水曜日 無料配信～　購読申込は市社協ホームページから

～福祉情報文字放送中～　J-COM 2チャンネル　毎日　AM 7:00～、PM 1:00～、7:00～

～マンガで楽しく福祉を読もう～　　秋　竜山 著「　　　　　　　　」第1～18巻 無料配布中！



「
次
の
人
が
パ
ス
し
や
す
い
よ
う
に
、
レ
シ
ー

ブ
す
る
と
き
は
な
る
べ
く
ボ
ー
ル
を
上
に
あ
げ
て

ね
」
―
体
育
館
に
相
模
原
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

の
岡
田
朝
子
さ
ん
の
声
が
響
き
ま
す
。
精
神
障
害

者
地
域
作
業
所
「
工
房
夢
」（
相
武
台
）
で
は
、
毎

月
１
回
、
岡
田
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

工
房
夢
の
岩
沢
所
長
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
『
毎
年
、
秋
に
開
催
さ
れ
る
地
域
作
業
所

合
同
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
向
け
て
、
練
習
を

指
導
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し
て
ほ

し
い
』
と
依
頼
が
あ
っ
た
の
は
昨
年
の
４
月
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
体
育
協
会
を
通

じ
て
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に
打
診
し
、
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
の
が
岡
田
さ
ん
で
し
た
。

岡
田
さ
ん
は
「
以
前
か
ら
秋
の
大
会
で
は
審
判

を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
工
房
夢
の
何
人
か
は
知
っ

た
顔
の
方
が
い
ま
し
た
の
で
、
喜
ん
で
引
き
受
け

ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
岩
沢
所
長
は
「
メ
ン
バ
ー

は
心
の
病
が
あ
る
方
た
ち
で
す
。
体
調
や
気
分
が

す
ぐ
れ
な
い
時
も
あ
り
、
指
導
も
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
最
初
は
目
の
前
に
ボ
ー
ル
が
来
て
も
目
で

追
う
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
彼
ら
に
、
岡
田
さ

ん
は
一
人
ひ
と
り
に
分
か
る
ま
で
優
し
く
教
え
、

そ
の
人
の
良
い
所
を
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
の

笑
顔
が
増
え
た
こ
と
が
嬉
し
く
て
、
大
会
終
了
後

も
引
き
続
き
指
導
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
」
と
厚

い
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

「
純
粋
で
真
っ
直
ぐ
な
方
た
ち
ば
か
り
で
す
。

大
人
に
な
る
と
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
心
の
素
直

さ
を
持
っ
て
い
て
、
逆
に
私
が
教
え
て
も
ら
っ
て

る
か
な
。
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、『
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
と
出
会
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
生
き
て
て
よ
か
っ
た
』
と
言
わ
れ
た

と
き
。
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
」
と
岡
田
さ
ん
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
は
様
々
な
効
果
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
体
を
動

か
す
楽
し
さ
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
上
達
し
た
の
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
自
信

や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
芽
生
え
、
作
業
所
の
雰
囲
気

も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
岡
田
さ
ん

の
目
標
は
、「
も
ち
ろ

ん
秋
の
大
会
で
の
上

位
入
賞
。
練
習
を
通

し
て
ま
す
ま
す
相
手

を
思
い
や
る
気
持
ち

を
育
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
」

入
賞
目
指
し
て
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
！
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あ
な
た
の
体
は
、
い
っ
た
い
何
歳
な
の
か
？
　
若
さ
を
保
つ
秘
訣
や
最
新
の
医
学
知
識
に
つ
い
て
、

イ
ラ
ス
ト
図
解
と
専
門
医
の
解
説
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ま
す
。

今　月
おすす

総合企画委員会の答申総合企画委員会の答申 総合企画委員会の答申総合企画委員会の答申 総合企画委員会の答申総合企画委員会の答申 総合企画委員会の答申総合企画委員会の答申 総合企画委員会の答申 
～合併後の賛助会員制度について～ 

～総合企画委員会の答申（抜粋）～ 

　平成18年3月津久井町・相模湖町社協、平成19年3月
城山町・藤野町社協との合併に伴い、市社協事業・活動
推進の財源となる住民会費「賛助会員制度」の統一を図る
必要が生じました。 
　そこで、専門的に調査研究協議を行うために総合企画
委員会を設置し、平成18～19年度にかけて合併後の賛助
会員制度について検討を重ねていただき、平成19年12月
26日付けで答申をいただきました。 

　社会福祉法人相模原市社会福祉協議会の賛助会員制度
のあり方については、次のとおり平成20年度から統一
されたい。 

次のとおり賛助会員及び会費額を統一 

1．賛助会員の種類及び会費額 

　一般賛助会員及び特別賛助会員の募集については、
各地区の実情に応じて実施 
　また、賛助会員の募集については、市社協と各地
区社協が連携・協力のもと、積極的な推進 

2．賛助会員の募集方法 

　一般賛助会費及び特別賛助会費の地区社協への配
分率を統一 
　また、地区社協活動財源の充実を図るため、賛助
会費配分率の変更を検討 

3．賛助会費の配分 

賛助会員種類 

一般賛助会員 

特別賛助会員 

会費額（一口） 

　200円 

1,000円 

問合せ　総務グループ　電話042-730-3888

問
合
せ：

保
健
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ェ
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1
階
　
図
書
室

相模原市には、22の地区社会福祉協議会、通称「地区社協」があります。
地区社協は、地域住民の皆さんによって運営されており、その地域に必要と
されるさまざまな福祉事業を行っています。
「みんないいひと」では、各地区の地区社協の特徴や主な取組みを毎号ご紹介
していきます。今回のテーマは「みんなで支える地区社協～たくさんの地域
住民に協力してもらうための取り組み～」です。

新磯地区社協「活動を伝えることから始まる」
～ 多くの住民が参加する地区社協になるために ～

　新磯地区社協では、子どもたちに活動を
伝える取り組みとして、2月14日に中学生
向け『ボランティア活動講演会』を地区の
子どもたちが多く通う相陽中学校で行いま
した。当日は、地区社協活動の紹介と、新磯
地区ボランティアグループ「ひばり」代表の
中村吉和さんから『高齢者、障害者等を地域で支援する事の大切さや、特
に地震など災害が起きた時の地域の役割の重要性』が語られました。生
徒からは「いろいろな地域活動が行われていることを初めて知りました。
私たちもできることをお手伝いしたいです」との感想が寄せられました。
　地区社協では、広報紙「新磯いいひと」の発行をはじめ情報提供に力
を注ぎ、福祉バザー等地域行事の際には、必ず「地区社協活動情報コー
ナー」を設け、写真入で地域活動を紹介しています。例えば、地域の人の
手で相模川の堤防沿いに植えられ、新磯小学校の子どもたちと一緒に守
り育てられている芝ざくら、お友達に押されながら車いすで散策を楽しむ
人の姿が写る一枚の写真。「こうした活動が、訪れる多くの人に感動と生
きる勇気など素敵な贈り物をしていること、そして活動を継続する力と
生きがいをお返しに頂いていることに、一人でも多くの人が気づき理解
しあうことができたら、また新しい道が拓かれるのではないでしょうか」
地区社協の角田会長は新磯地区の方々に大きな期待を寄せています。

問合せ：新磯地区社会福祉協議会（新磯出張所内）
電話 046－251－0014

東林地区社協「新たな担い手づくりのために」
～ 東林いきいき塾・登録制度で～

　東林地区社協会長の吉本一夫さんは「地域福祉をすすめるためには、担
い手づくりが必要です。東林地区社協では、地域の福祉活動に参加される
方の掘り起こしのために、『東林いきいき塾』と活動者『登録制度』をスタ
ートさせました」と新たな取り組みの意気込みを語ります。
　「東林いきいき塾」は、福祉活動への参加のきっかけづくりとする講座
で、2月から3回講座として実施されました。東林地区のボランティアグル
ープの紹介や認知症理解の講義と併せて、実際に地域で行われている高
齢者の交流会（いきいきサロンや会食会等）や子育てサロンなどの地域活
動に参加する「体験学習の場」を設けたのがポイントです。そして「登録制
度」は、「いきいき塾」などに参加された方に実際の活動に参加していた
だくため、自分の興味のある活動や希望する活動時間等を登録してもら
い、事業や地域の活動に随時、お誘いするための仕組みです。2月末現在、
登録者は約10名で、まずは昨年退任された民生委員さんらが「引き続い

て活動をしたい」と早速、登録されたとのこ
と。吉本会長は「いま東林地区では、『東林
いこいの広場』という、簡単なお食事も楽し
めるような高齢者のたまり場づくりも進め
ています。ぜひ多くの方々が、ご自分の出
来る範囲で結構ですから、少しづつ手を貸
していただければと願っています」

問合せ：東林地区社会福祉協議会（東林出張所内）
電話 042－744－5161

Vol.4

「私たちも アタックNo.1！」 
～障害者地域作業所でバレーボールを～ 

2月13日開催「東林いきいき塾」

講話をする中村さん（2月14日相陽中学校）

毎月、総合体育館で練習しています



　
「
地
域
に
友
達
が
ほ
し
い
」「
何
か
あ
っ
た
ら
誰
に
相
談
し
よ
う
か
な
」
こ
う
し
た

思
い
を
抱
え
て
い
る
お
年
寄
り
や
子
育
て
中
の
保
護
者
は
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、市
社
協
で
は
、近
所
で
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、生
活
情

報
を
交
換
し
た
り
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
・い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、最
近
で
は
こ
う
し
た
サ
ロ
ン
活
動
や
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

活
動
場
所
が
不
足
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
や

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
た
け
で
は
、空
い
て
い
る
部
屋
を
こ
う
し
た
活
動
の
た
め
に

提
供
し
、地
域
の
人
々
に
と
て
も

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、「
ヤ

マ
シ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」（
高

根
1
│

15
│

5
）で
も
、大
野
北
地

区
社
協
の
子
育
て
支
援
事
業

「
あ
つ
ま
れ
お
や
こ
」
に
研
修
室

を
貸
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、会
議
室
等
使
用

し
な
い
時
に
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー

ス
を
、地
域
住
民
の
福
祉
活
動

の
た
め
に
貸
し
て
く
だ
さ
る
企

業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
企

業
の
社
会
貢
献
」
の
新
し
い
形

と
し
て
是
非
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
！ 

問
合
せ 

地
域
福
祉
グ
ル
ー
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電
　
話 

0
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5
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3
4

地域住民の福祉活動に 

の力を貸してください！ 企業・法人 企業・法人 企業・法人 企業・法人 

タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス
、
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協
会
相
模
原

グ
ル
ー
プ
、
日
本
基
督
教
団
相
模
原
教
会
・
相
模
白
ゆ
り
幼

稚
園
母
の
会
、
相
模
原
法
人
会
・
相
模
原
商
工
会
議
所
、
合

同
電
気
工
事
㈱
（
中
央
）、
相
模
原
協
同
病
院
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

マ
ン
シ
ョ
ン
西
橋
本
管
理
組
合
（
橋
本
）、
淵
野
辺
小
学
校
P

T
A
、
�
神
奈
川
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
相
模
原
支
部
、
相

模
原
市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
、
ビ
バ
ー
チ
ェ
共
和
店
（
大

野
北
）、
相
模
原
鹿
沼
球
友
会
、
裏
千
家
淡
交
会
相
模
支
部
、

角
屋
満
李
子
バ
レ
エ
団
（
大
野
南
）、（
医
財
）
愛
慈
会
相
和

病
院
、
㈱
い
な
げ
や
相
模
原
下
九
沢
店
（
大
沢
）、
塩
田
ホ
ー

ム
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会
、
東
京
濾
器
㈱
相
模
工

場
、
新
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
三
菱
労
働
組
合
相
模
地
区
ア
ク
テ
ィ

ブ
ハ
ー
ト
、
エ
ス
・
シ
ー
・
エ
ム
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
労
働

組
合
、
う
え
だ
な
幼
稚
園
み
ど
り
会
（
田
名
）、
フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ
（
麻
溝
）、
K
Y
B
労
働
組
合
、
北
里
大
学
東
病
院
、
北

里
大
学
病
院
、
岩
元
ひ
ろ
子
の
歌
の
縁
歌
謡
教
室
（
相
模
台
）、

東
林
間
商
店
街
振
興
組
合
、
相
模
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
、
東
海

大
学
付
属
相
模
中
学
校
（
東
林
）、
相
模
野
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
（
城
山
）、
関
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
、
第
一
生
命
労
働
組
合
八

王
子
支
部
・
津
久
井
支
部
・
橋
本
第
三
支
部
（
津
久
井
）、
横

川
電
機
労
働
組
合
、
㈱
ス
ー
パ
ー
ア
ル
プ
ス
お
客
様
一
同
、

㈱
ス
ー
パ
ー
ア
ル
プ
ス
（
市
外
）、
匿
名
　
1
件

▼
交
通
遺
児
の
た
め
に
　
大
野
北
地
区
交
通
安
全
母
の
会

（
大
野
北
）、
相
模
原
市
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団
（
新
磯
）

〔
個
　
人
〕

▼
布
類
等
　
矢
沢
　
守
（
大
沢
）

〔
企
業
・
団
体
〕

▼
布
類
等
　
相
模
原
市
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
光
が

丘
）、
匿
名
　
1
件

▼
車
い
す
　
第
一
生
命
保
険
相
互
会
社
町
田
支
社
・
第
一
生

命
労
働
組
合
町
田
支
部
（
市
外
）

寄
付
物
品

〔
個
　
人
〕

▼
社
会
福
祉
の
た
め
に
　
佐
藤
　
榮
一
（
小
山
）、
村
田
　
百

合
子
（
光
が
丘
）、
古
瀬
　
キ
ク
ヱ
（
大
野
南
）、
飯
田
　
利

宇
（
相
模
台
）、
小
島
　
恒
子
、（
故
）前
澤
　
照
子
（
津
久
井
）、

山
下
　
勉
、
宮
野
　
ま
さ
江
（
藤
野
）、
藤
間
　
勘
久
扇
（
市

外
）、
匿
名
　
3
件
　

▼
高
齢
者
福
祉
の
た
め
に

吉
田
　
ヤ
ヱ
（
大
野
北
）、
園
部

智
恵
子
（
大
野
南
）

▼
交
通
遺
児
の
た
め
に
　
金
子
　
幸
輔
（
光
が
丘
）、
吉
田

稟
（
大
野
北
）、
馬
嶋
　
洋
一
（
麻
溝
）、
匿
名
　
1
件

▼
少
年
院
図
書
代
の
た
め
に
　
河
本
　
　
一
（
大
野
北
）

〔
企
業
・
団
体
〕

▼
社
会
福
祉
の
た
め
に
　
㈱
日
本
の
心
相
模
原
店
お
客
様
一

同
（
清
新
）、
相
模
原
市
民
吹
奏
楽
団
（
横
山
）、
㈲
ケ
ア
ス
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専
門
医
が
や
さ
し
く
教
え
る

老
化
判
定
＆
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

石
井
直
明
・
桑
平
一
郎
　
監
修

月　の
すめ本

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
多
く

の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
、
福
祉
の
向
上
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
地
域
住
民
の
参
加
と
支
え
あ
い
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
19
年
12
月
1
日
か
ら
平
成
20
年
1
月
31
日
ま
で

に
ご
寄
付
を
寄
せ
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

敬
称
略
・
順
不
同
（

）
内
は
地
区
名

〜
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

一
人
ひ
と
り
が 

寄
付
金

～手話を学んでみませんか～ 

手話奉仕員養成講座・入門課程 受講生募集！ 
日常生活上の初歩的な表現方法を学びます。 

◆ 日　　程　6月9日～平成21年2月28日 
　　　　　　月曜日　午前10時～正午 
　　　　　　＊詳細日程は応募要領に記載 
◆ 会　　場　あじさい会館　　　　　　　　　 
◆ 受 講 料　2,000円程度(テキスト代) 　 
◆ 定　　員　30名　 
◆ 選考方法　作文により選考 
◆ 募集締切り　5月14日(水)まで 
◆ 申込み方法　市社協事務所または各地域事務所にある 
　　　　　　応募用紙に必要事項を記入の上、市社協 
　　　　　　事務所に持参（土・日・祝を除く）または郵送（必着） 
◆ 問 合 せ　在宅福祉グループ  電話 042－756－5034

「パソコンひろば相模原」がスタート！

　市社協では、障害のある方がパソコンに触れ体験できる機会を
提供することを目的に、県ともしび運動事業の一環として障害者
ITサロン「パソコンひろば相模原」を市内2か所で開設します。 
　障害のある方へのIT支援に取り組んでいる「パラボラ相模原」
と「特定非営利活動法人パラボラジャパン」の方々をスタッフに、
障害者福祉施設の一角を借りて実施します。一人ひとりにスタッフ
が対応し、個人のペースにあわせてパソコンの操作についてアド
バイスします。 
　“パソコンに触れてみたい”、“体験してみたい”とお考えの障害
のある方を応援します！是非ご活用ください。 

～城山・相模湖に障害者ITサロンを開設～ 

城山会場 相模湖会場 

社会福祉法人 かわせみ会 
かわせみの家 
（城山町原宿3-7-7） 

地域作業所 
やまのべ館 
（相模湖町与瀬1010-1） 

毎月第2・第4金曜日 
午後1時～4時 
※4月11日（金）から開設 

毎月第1・第3金曜日 
午後1時～4時 
※3月28日（金）から開設 

場　所 

日　時 

○ 対　象：市内にお住まいの障害のある方（事前申込み必要） 
○ 費　用：無　料 
問合せ・申込み　地域福祉グループ　電話042-756-5034

（弁護士による権利擁護相談） 法律相談法律相談  法律相談法律相談  法律相談  
～相談は個別、無料です。秘密は守ります！～ 

◆ 開設日時 ◆ 4月24日（木）・5月22日（木） 
　　　　　　　午後1時20分～4時 
　　　　　　  （お一人の相談時間は40分間です） 
◆ 場　　所 ◆ あじさい会館6階　権利擁護相談室 
◆ 対　　象 ◆ 高齢者、障害者とその家族 
◆ 予約受付時間 ◆ 月～金曜日　午前8時30分～午後5時 
　　　　　　  （事前に電話予約をしてください） 
◆ 問合せ・申込み ◆ 相模原あんしんセンター  
　　　　　　  電話042-756-5034

このようなことでお困りではありませんか？  
　・知的障害を持つ子どもへの相続はどうなる？ 
　・遺言書の書き方は？など・・・ご相談ください！！ 

「福祉用具のレンタルを行っている会社ですので、民生
委員さんや自治会の方、小学生などが見学にくることもあ
り、以前から地域のためにできることがあれば、と考えて
いました」と横川所長は話されます。「核家族化が進む中
で、高齢者も子育て中の母親も抱える孤独感・孤立感の問
題は同じだと思うんです。地域の中に居場所があれば大き
な解決に繋がると思い、部屋をお貸ししました。
また、若いお母さんたちにこ

うした福祉用具の会社が地域に
あることを知ってもらうこと
で、少しでも高齢者や障害者の
問題に興味を持っていただけた
ら、とても嬉しく思います」 2月25日33組の親子が楽しく過ごしました

横川所長（ヤマシタコーポレーション 相模原営業所）声
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○ 登録された方には、興味・関心、活動時間にあった活動を紹介します。また、 
　 毎月「ボランティア活動の情報」をはがきやＥメールでお届けします。 
○ 登録できる方は、市内在住・在勤・在学の中学校卒業以上の方 
○ 登録費用はかかりません 
　 お近くのボランティアセンター（下記の「助成金」記事の連絡先をご参照ください）
にご相談ください。 

　相模原市社会福祉協議会ボランティアセンターでは、「ボランティ
ア活動をしてみたい！」、「自分にあった活動を見つけたい！」など
ボランティア活動に関心のある方が気軽に登録できる「市民みんなの
ボランティア登録制度『いるかバンク』」を運営しています。 
　春の訪れとともに、「何か新しいことを始めたい」、「新しい仲間
と出会いたい」という方、ボランティア活動に参加してみませんか？ 

新し
い季節！

電話 042-786-6181　FAX 042-786-6182
Eメール : svc@sagamiharashishakyo.or.jp

　ボランティアセンター（富士見6-1-20あじさい会館4階）

電話 042-784-3393　FAX 042-784-6142
Eメール : tsukui@sagamiharashishakyo.or.jp

　つくいボランティアセンター（津久井町中野633津久井総合事務所第2別館１階）

電話 042-783-1212　FAX 042-782-4050
Eメール : shiroyama@sagamiharashishakyo.or.jp

　しろやまボランティアセンター（城山町久保沢2-26-1城山保健福祉センター2階）

電話 042-685-1033　FAX 042-685-1131
Eメール : sagamiko@sagamiharashishakyo.or.jp

　さがみこボランティアセンター（相模湖町若柳1203-2さがみ湖ﾘﾌﾚｯｼｭｾﾝﾀｰ2階）

電話 042-687-3361　FAX 042-687-4049
Eメール : fujino@sagamiharashishakyo.or.jp

　ふじのボランティアセンター（藤野町小渕2000藤野総合事務所2階）

電話 042-765-7085　FAX 042-765-2185
Eメール : smvc@sagamiharashishakyo.or.jp

　南ボランティアセンター（相模大野6-22-1南保健福祉センター1階）

福祉活動団体への助成金・応募団体募集
　相模原市社会福祉協議会では、相模原市内で高齢者・障害者等
への支援及び福祉向上に取り組むボランティアグループ、当事者
団体を対象に、活動にかかる事業経費の助成を行います。

＜助成対象経費＞
○ボランティアグループが広く市民向けに行う研修、広報等啓発事業、
調査研究事業等の経費
○障害者、難病患者等当事者団体が会員向けに行う研修、市民向けの
広報、地域との交流事業等の経費
○これから当事者団体を立ち上げる（あるいは発足3年未満の団体）
ための準備経費

＜助成金額＞
○15万円を上限として事業にかかる経費の3分の2を助成します。
　※当事者団体立ち上げ準備経費については上限10万円

＜助成要項の配布・申込み＞
　下記のボランティアセンターで助成要項・申込書を配布しています。
応募の際は要項を必ずご確認ください。助成内容詳細は、市社協ホー
ムページ(http://www.sagamiharashishakyo.or.jp)でも閲覧で
きます。応募締め切りは4月25日（金）です。

�定　員：各会場20名（同じ内容です） �受講料：無料
�申込み：①③に参加希望の方はボランティアセンターまで 電話 042-786-6181

②④に参加希望の方は南ボランティアセンターまで 電話 042-765-7085

開催日

① 4月17日（木）

② 4月22日（火）

③ 5月14日（水）

④ 5月26日（月）

時　間

午後1時30分～3時30分

午前10時～正午

午前10時～正午

午後1時30分～3時30分

場　所

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センター ボランティア活動室

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センター ボランティア活動室

内　容

ボランティア
としての基礎
知識と実際の
活動紹介

ボランティア予備校
ボランティア活動をはじめたいと考えている方々のために

社会福祉協議会関係施設の休館日社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日 
あじさい会館　　　　　　　　　5月19日（月） 
さがみ湖リフレッシュセンター　毎週日曜日及び休日 
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○教科書の読めない子どもたち
のために～拡大写本体験講座～

○高齢者水中健康体操開催
～健康増進と予防介護のために～
日　時 7月15日までの火曜日

午前10時～正午
＊都合の良い日に参加ください
＊日程の詳細はお問合せください

会　場 さがみはらグリーンプール
（横山公園内）

講　師 専門指導員
費　用 年会費3,000円、500円/回
申込み 当日直接会場にて受付
問合せ 神奈川高齢者生協相模原支部

大野良三 電話 042-773-7915

○あいあいS ガイドヘルパー
・ホームヘルパー募集中！
内　容 ①ガイドヘルパー…障害児

・者の外出時の移動介護
②ホームヘルパー…身体介
護、生活援助（家庭援助）

※勤務日・時間・賃金等詳細につ
きましてはお問合せください

問合せ 社会福祉法人 すずらんの会
（グリーンハウス内）
電話 042-749-8881

○アフリカへ毛布をおくる運動に
ご協力を～尊い命を救うために～
期　間 4月1日(火)～5月21日(水)  
内　容 厳しい状況のアフリカの

人々に、一枚の毛布が生
きていく力になります。
輸送費900円もご協力お願
いします。

問合せ 相模原けやきの会
電話 042-776-7340

日　時 4月17日(木)
午前10時～正午

内　容 教科書の文字が小さくて読
めない弱視の子どもたちの
ためなどに作る、拡大写本
を体験してみませんか？

問合せ 相模原点訳赤十字奉仕団
嶋田　電話 042-733-1229

○高齢者向け 健康イス体操教室
日　時 4月4日～5月16日の金曜日

（全7回）午前10時～11時
＊都合の良い日に参加ください
＊日程の詳細はお問合せください

会　場 さがみはらグリーンプール
1階第一会議室（横山公園内）

講　師 専門指導員
費　用 200円/回
申込み 当日直接会場にて受付
問合せ 神奈川高齢者生協相模原支部

大野良三 電話 042-773-7915

市社協南事務所の階（フロア）が変わりました 
　3月10日、市社協南事務所が南保健福祉センター3階から1階に変わり
ました。電話番号等は変更ありません。 

市社協藤野町地域事務所が移転します 
　3月31日、市社協藤野町地域事務所が藤野中央公民館1階から藤野総合
事務所2階に移転します。電話番号等は変更ありません。 
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